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ＪＦＥスチール株式会社

材「マリンストーン

術賞」（主催：

 

日経地球環境技術賞（審査委員長：茅陽一

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

6 件が表彰されます。

 

本学と

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

クツ部門の農林水産大臣賞（大賞）も

 

表彰式は、

す。 

 

○受賞件名：

○「マリンストーン」

本技術で用いる

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

○「マリンストーン」

さい。

 

⇒ＪＦＥスチール株式会社ウェブサイト

http://www.jfe

⇒日経地球環境技術賞ウェブサイト

リンク

  

【問い合わせ先】

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ

TEL

E-mail

80 回学長定例記者会見お知らせ事項

ＪＦＥスチール株式会社

マリンストーン

」（主催：日本経済新聞社

日経地球環境技術賞（審査委員長：茅陽一

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

件が表彰されます。

本学と JFE スチール株式会社では、平成

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

クツ部門の農林水産大臣賞（大賞）も

表彰式は、11 月

受賞件名：リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

「マリンストーン」

本技術で用いる

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

「マリンストーン」

さい。 

⇒ＪＦＥスチール株式会社ウェブサイト

http://www.jfe

⇒日経地球環境技術賞ウェブサイト

リンク先→

  

【問い合わせ先】

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ

TEL：０８２-

mail：sangaku

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

回学長定例記者会見お知らせ事項

ＪＦＥスチール株式会社および国立大学法人広島大学は、このたび「

マリンストーン®」を用いた海域環境改善技術」の

日本経済新聞社

日経地球環境技術賞（審査委員長：茅陽一

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

件が表彰されます。 

スチール株式会社では、平成

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

クツ部門の農林水産大臣賞（大賞）も

月 14 日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

「マリンストーン」の概要：

本技術で用いる「マリンストーン」

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

「マリンストーン」「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

⇒ＪＦＥスチール株式会社ウェブサイト

http://www.jfe-steel.co.jp/release/2016/10/161014.html

⇒日経地球環境技術賞ウェブサイト

先→http://www.nikkei

【問い合わせ先】 

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ

-４２４-５８７１

sangaku-renkei

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

回学長定例記者会見お知らせ事項

および国立大学法人広島大学は、このたび「

を用いた海域環境改善技術」の

日本経済新聞社）の「優秀賞」を受賞しました。

日経地球環境技術賞（審査委員長：茅陽一

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

スチール株式会社では、平成

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

クツ部門の農林水産大臣賞（大賞）も

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

の概要： 

「マリンストーン」

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

⇒ＪＦＥスチール株式会社ウェブサイト

steel.co.jp/release/2016/10/161014.html

⇒日経地球環境技術賞ウェブサイト

http://www.nikkei

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ

５８７１ 

renkei＊office.

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

回学長定例記者会見お知らせ事項

および国立大学法人広島大学は、このたび「

を用いた海域環境改善技術」の

の「優秀賞」を受賞しました。

日経地球環境技術賞（審査委員長：茅陽一 

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

スチール株式会社では、平成 23

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

クツ部門の農林水産大臣賞（大賞）も受賞しており、２年連続の受賞となりました。

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

「マリンストーン」は鉄鋼生産に伴って生成する製鋼スラグ

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

⇒ＪＦＥスチール株式会社ウェブサイト リンク

steel.co.jp/release/2016/10/161014.html

⇒日経地球環境技術賞ウェブサイト   

http://www.nikkei-events.jp/chikyu

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ

office.hiroshima

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

回学長定例記者会見お知らせ事項 3  

  

および国立大学法人広島大学は、このたび「

を用いた海域環境改善技術」の功績により、「日経地球環境技

の「優秀賞」を受賞しました。

 地球環境産業技術研究機構

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

23 年 9 月に包括協定を締結し、鉄鋼ス

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

受賞しており、２年連続の受賞となりました。

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

鉄鋼生産に伴って生成する製鋼スラグ

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

リンク先→ 

steel.co.jp/release/2016/10/161014.html

events.jp/chikyu

広島大学社会産学連携室社会連携部社会連携グループ 

hiroshima-u.ac.jp

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

  平成２８年

および国立大学法人広島大学は、このたび「

功績により、「日経地球環境技

の「優秀賞」を受賞しました。 

地球環境産業技術研究機構

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

月に包括協定を締結し、鉄鋼ス

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

受賞しており、２年連続の受賞となりました。

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

鉄鋼生産に伴って生成する製鋼スラグ

を粒度調整して製造される、環境に優しいリサイクル材です。 

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

 

steel.co.jp/release/2016/10/161014.html

events.jp/chikyu-kankyo/#block1

 担当：小田

u.ac.jp 

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞

平成２８年１０月２

および国立大学法人広島大学は、このたび「リサイクル資

功績により、「日経地球環境技

地球環境産業技術研究機構 理事長）

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

月に包括協定を締結し、鉄鋼ス

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

受賞しており、２年連続の受賞となりました。

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術

鉄鋼生産に伴って生成する製鋼スラグ

 

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

steel.co.jp/release/2016/10/161014.html 

kankyo/#block1

小田 

「日経地球環境技術賞」の「優秀賞」を受賞 

 

月２６日  

リサイクル資

功績により、「日経地球環境技

理事長）

は、地球の温暖化、生態系の乱れ、海洋汚染など、地球環境問題に関する調査、研究、

技術開発について実践的な取り組みにおける優れた成果を表彰するもので、毎年最大

月に包括協定を締結し、鉄鋼ス

ラグを利用した海域・陸域環境改善分野等の研究開発等に取り組んできました。この

取組みの成果として、平成２７年１１月には「第１２回エコプロダクツ大賞」プロダ

受賞しており、２年連続の受賞となりました。 

日（月）に日本経済新聞社（東京都千代田区）にて行われま

リサイクル資材「マリンストーン」を用いた海域環境改善技術 

鉄鋼生産に伴って生成する製鋼スラグ

「日経地球環境技術賞」の詳細は、下記ＨＰをご参照くだ

kankyo/#block1 

 


